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　アイルランドの地形を、SRTM（Shuttle Rader Topography Mission）のデジタルデータか
ら表示してみて、不思議に思ったことがある。地形の微妙なところがよくわかるように、影を
強くしてみたところ、アイルランドの北部を中心に、まるで鮫肌のように細かい凹凸が一面に











































































































































































































































































































の１に満たないという（図 2. 3 、Irish 


























































































































































































































































う（Synnott and Downey 2004：35）。アイルランドにおいて年代測定が実施された17例のう
ち、９例が鉄器時代に相当するものであり、木製容器に入れたバターや脂肪をボグに入れる習



















































































































とみなすことができる例は発見されていなかった（McDermott et al. 2009：54）。しかし、今回
の２例はいずれも著しく徹底した方法で殺害されていることが明瞭であり、オランダの考古学














































































































































































































に、6000か所以上が分布している（Stout and Stout 2011：39, 40）。多量の湯を熱しなければな
らないので燃料を多く要し、あまり効率的な調理方法とは思えないので、盛行する期間は比較


















































テ ィ ー・コ ー ク の マ ッ ク リ ッ ジ
図 3.2　円形住居の復原図





















































































































































































































くられた逆茂木が広い範囲で設置されている（図 3. 7 ）。発掘調査では1994年までの間に９か

















































































































































































































































































































































































































































































































　図 4. 4 の２上は、典型的なオガムの表記である。オガム文字とラテン文字の対応関係は、ウ
ェールズや、マン島、デボン、コーンウォルの、ラテン文字を併記したオガムによって多くが
明らかになっているが、不明のものも残されている。「？」は併記の例がなく、確実な対応関係








































































































図 4 .6　北欧における年輪幅の変化（Baillie 2010）
－55－
第４章　飛躍への序奏





















































































































































































































ォードの「アイルランド国立文化遺産公園」で復元されている（図 5. 1 ）。
２．リングフォートの分布
　リングフォートは、アイルランド全土に分布しており、標高300ｍ以上の土地を除くと、リン






















































































た（図 5. 5 ）。地表からはこの場所にリングフォートの痕跡をみつけることができなかったが、
事前の探査によって全体の状況がきわめて明瞭に示され、本格的な発掘調査が実施されること
になったのである。正規の発掘調査報告書は未刊であるので、厳密な年代などは不明である















































































































































介しておこう（図 5. 7 ）。ラカナブアラはアイルランド語でLeaca na Buaile。「囲い地の旗」と




















































































左、Stout and Stout 2011：49）。クラノグの大きさは、小さいものは径８〜10ｍ程度で、大き
いものでも径18〜25ｍ程度が多く、リングフォートよりやや小さい。アイルランドのほかに、
ブリテンにも多く分布している。









































































































































































T. 1982. The Early Christian settlement 
pattern and structure in west mid-
Antrim. The Queen's University of 
Belfast）をスタウトが紹介したものであ



































































































































































































































































































ルであった（図 6. 4 、McErlean and Crothers 2007）。紀元800年頃から1000年頃にわたって、









世紀ごろの宗教的施設や住居の発掘調査がおこなわれた（White et al. 2005）。キリスト教の礼
拝堂であるオラトリーの発達過程をうかがうことのできる重要な遺跡であるので、ここで少し








（McErlean and Crothers 2007）
－84－








































































































1.0〜1.1ｍである（図 6. 8 ）。入り口
図 6.7　ガララス礼拝堂
図 6.8　ガララス礼拝堂の平面図















































































（Lynch et al.（eds.）2011：Fig. III.1.1）
図 6.11　スケリッグ・マイケル修道院





























































































































































































































































































































































































































































































































Rí túaithe 王 7.0 7 97.3 － －
Aire forgill 貴　族 5.0 6 83.4 5 6
Aird ard 貴　族 3.3 6 69.5 4 5
Aire túise 貴　族 2.5 4 55.6 2 3
Aire déso 貴　族 1.7 3 41.7 1 1
Bóaire 有土地平民 0.8 2 27.8 － －











































































































































期（Early Medieval）という用語を用いることが一般的となってきている（Edwards 1990, 
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